
羊と羊飼い



羊飼いが羊に望むことは
何でしょう？



従順であること





従順な羊 国民

羊飼い 国
番犬 税務署

狼 詐欺師





サラリーマンは典型的な従順な羊





給与所得者の扶養控除等（異動）申告書の提出あり 甲
なし 乙

源泉徴収税額表

https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/shinsei/annai/gensen/annai/1648_01.htm


予定納税の時期は、原則的に年2回。1回目が7月1日～7月31日、2回目が
11月1日～11月30日です
予定納税の対象者は、予定納税基準額の3分の1ずつ、2回にわたって納
付します。「基準額 = 前回納めた所得税額（原則）」









スルメだって絞れば、まだ少しの
水くらいは出るだろう







資産形成においては、税制の理解と
国の提供する様々な制度への十分な
知識や理解が必要



雑所得

NISA

IDECO

特定居住用財産の買換え特例

相続時精算課税制度

教育資金一括贈与の非課税

国民年金基金

圧縮記帳



雑所得は曲者



副業所得が20万円以下の場合は原則として
確定申告をする必要はありません

雑所得20万円以下の罠



副業所得が20万円以下の場合は原則として
確定申告をする必要はありません

確定申告が必要な方は、この免除規定は使え
ません
確定申告をしなければならないので、雑所得
も金額に関係なく確定申告に含めなければな
りません

例） 医療費控除、複数個所からの給与所得

雑所得20万円以下の罠



確定申告が必要な人



雑所得の対象

年金

原稿料

講演料

外貨預金の為替差益⇚申告漏れしやすい

等



為替差益というものは自分で計算を行って確定申告
を行う必要があり、書類がないため確定申告自体を
失念してしまうということが発生

為替差益が雑所得になることを知らない方もいる

外貨預金に預けたお金で、現地でその外貨で支払いを
します 為替差益がある場合は課税対象になります

外貨預金の罠



Visaデビット付キャッシュカード

世界200以上の国と地域でショッピングできる

海外ATMでも自分の口座から現地通貨を引き出せる

貯めた外貨を海外でそのまま使える
（レートを気にしなくてよい）





外貨預金

為替差益は雑所得（自分で計算）

利息は、源泉分離課税

外貨預金を行う場合は慎重に！



外貨預金は、税への理解・対応が必要

税への対応ができないなら、

１）確定申告が不要な状況で、雑所得＋為替差
益を２０万円以内に抑える

２）外貨MMFで運用する



外貨MMF

「特定口座」（源泉徴収あり）ならば確定
申告不要・損益通算も可能
（為替差益は証券会社で計算してくれる）

デメリット
外貨としては使えない





NISAとIDECOは曲者？





NISAのメリット

・譲渡益および配当金が非課税

NISAのデメリット
・譲渡損の損益通算ができない

・NISA口座から引き出すと、税制上の取得金
額は実際の取得金額と異なる







NISAは売却や引出しのタイミングが大事（一般の投資もそうだが）

そのタイミングを予測するのは難しい

対策１ 長期保有で値下がりのリスクを避ける

対策２ 株や投資信託の配当金を非課税にする手段と割切る
（元本部分の変動は無視）







国はNISAを推進しているが
その前に、安全資産（預貯金）を確立させることが重要なのでは？
なぜ、マル優は廃止なのに、NISAが存在するのか？？？









IDECOの
ターゲッ
トは？





デメリット

１）月々の手数料がかかる

２）６０歳までやめらない

３）元本割れしていても受取り時に税
金がかかる



・一度加入したら、原則６０歳までやめられない
掛け金はゼロでも、手数料は毎月発生



元本割れの有無にかかわらず、
受取り時に税がかかる

IDECOは出口戦略が重要











IDECO加入の際に考えること

１．所得税の減額
２．手数料
３．受取り方（年金、一時金）
４．受取り時の税額
５．見込める運用益は

これらを考慮しても得か？

６．６０歳までやめられない
手数料は払い続けなければならない



運用期間中の

掛金控除による所得税の減額
口座管理手数料
運用利回り

受取り時の税



運用損への対策 途中でやめられない、長期にわたり手数料を
支払うことを理解した上で、長期保有で元本割れの

             リスクを減らす

受取り時の税への対策 年金で受け取るか、退職金で受け取るか
死亡一時金で受け取ることも考え、現役時代の節税商品
と割り切る





運用期間中の

掛金控除による所得税の減額
口座管理手数料
運用利回り

受取り時の税



雑所得

NISA

IDECO

特定居住用財産の買換え特例

相続時精算課税制度

教育資金一括贈与の非課税

国民年金基金

圧縮記帳



資産形成においては、税制や国の提
供する様々な制度への十分な知識や
理解が必要
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